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4 点 DCBA ,,, の、原点Oを基準とした位置ベクトルを考える。 
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直線 1AA 上の点 AP は、実数 aを用いて、 )(
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同様に、直線 1BB 上の点 BP 、直線 1CC 上の点 CP 、直線 1DD 上の点 DP は、実数 dcb ,, を用いて、それぞれ 
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と表せる。ここで、
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 dcba とすれば、
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 は、線分の 1111 ,,, DDCCBBAA の、内分点かつ共有点である。 

2 点以上を共有することはないから、題意は示された。(証明終) 
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(1)より、 1111
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 1:3:::: 1111  PDDPPCCPPBBPPAAP  ……(答) 

 

 

※(1)は理系□3 と共通。 


